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(57)【要約】
【課題】粗面や曲面に対し、十分な密着性を有し、かつ
、十分な吸引作用を発揮することができる吸引器具を提
供する。
【解決手段】
　吸引器具１が、内部に負圧を生成する吸気部２と、弾
性体からなり対象物を吸引するために内部に負圧を維持
することができる壁体を有する吸引部３と、吸気部２と
吸引部３を内部連通した状態で接続する接続部４と、吸
引部３は、前記壁体の開放端部の少なくとも一部に、前
記壁体に比して柔軟な軟質部材６を設けるよう構成した
。
【選択図】図１



(2) JP 2019-24675 A 2019.2.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に負圧を生成する吸気部と、
　対象物を吸引するために内部に負圧を維持することができる壁体を有する吸引部と、
　前記吸気部と前記吸引部を内部連通した状態で接続する接続部と、を有し、
　前記吸引部は、前記壁体の開放端部の少なくとも一部に、前記壁体に比して柔軟な軟質
部材を有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、対象物に吸着する吸引口の近傍に固着されていることを特徴とする吸
引器具。
【請求項３】
　請求項１に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、対象物に吸着する吸引口の近傍から、前記壁体の内面の少なくとも一
部にわたって固着されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の壁体は、前記吸引口を有する端部の終端縁に近づくにつれて薄く形成され
ていることを特徴とする吸引器具。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の壁体は、開放端部の終端縁に近づくにつれて薄く形成され、さらに終端縁
が断面円形部を有するように形成されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、前記吸引部に複数個設けられていることを特徴と
する吸引器具。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、内部が連通するように直列的に接続されているこ
とを特徴とする吸引器具。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、手で握るのに好適な長バルーン状部分を有してい
ることを特徴とする吸引器具。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、くびれ部を有する筒状に形成されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部が、前記接続部に比して柔軟な軟質部材からなることを特徴とする吸引器具
。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の吸引器具であって、
　前記接続部は、蛇腹を有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の吸引器具であって、
　前記吸引口の付近は、複数のリング溝を有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
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　前記吸引部の弾性体は、好ましくは４０度以上の硬度、好適には５０～９０度の硬度を
有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、好ましくは５～３０度の硬度、好適には１０～２５度の硬度を有して
いることを特徴とする吸引器具。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は幅が不均等な平面視波形の形状に形成されていることを特徴とする吸引
器具。
【請求項１６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、吸着面と接着する部分が波形の形状に形成されていることを特徴とす
る吸引器具。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の周縁部は、波形に形成されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に放射状に線状の凹み溝が設けられていることを特徴とする吸引器具
。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の内側に突起が設けられていることを特徴とする吸引器具。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に略亀甲状の模様の凹み溝が設けられていることを特徴とする吸引器
具。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に略亀裂状の凹み模様または凸模様が設けられていることを特徴とす
る吸引器具。
【請求項２２】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする粘膜分泌物吸
引器具。
【請求項２３】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする鼻くそ取り器
具。
【請求項２４】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする痰取り器具。
【請求項２５】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする汚物取り器具
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸引器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から健康や美容を目的とした吸引器具が種々提案されている。皮膚を吸引すること
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によって、血行を良くし肩こり等の体の不調を解消させるカップリング器具や、毛穴を吸
引することによって、毛穴の汚れを吸い出す毛穴吸引器もその一例である。ここで、本発
明において「健康吸引器具」というときは、カップリング器具や毛穴吸引器に限られず、
健康や美容を目的として人体に対して吸引の作用を及ぼす吸引器具をいうものとする。
【０００３】
　また、従来から、ポンプ等の吸引装置に柔軟なチューブを接続したものを用いて、鼻く
そや痰等の人体の粘膜分泌物を取ることが行われている。本発明において「粘膜分泌物吸
引器具」というときは、鼻くそや痰に限られず、吸引の作用によって人体の排出物・汚物
（尿や大便などを含む）を吸引する器具をいうものとする。ただし、説明上用途を限定し
て説明するときは、「鼻くそ取り器具」または「痰取り器具」「汚物取り器具」というと
きは用途を特定したものをいうものとする。
【０００４】
　また、本発明において単に「吸引器具」というときは、上記「健康吸引器具」と「粘膜
分泌物吸引器具」を含めて、吸引の作用を及ぼす器具をいうものとする。
【０００５】
　特許文献１には、カップの開口部周縁と人肌との間に柔軟性を有する素材を介在させ、
吸引ポンプのピストンを引いて、カップの中を減圧し、人肌を吸引することで血行を良く
し、肩凝りなどを解消する吸引器具が提案されている。
【０００６】
　また、特許文献２には、吸引ノズル部分に極細繊維を人肌と接触するように設置し、手
動の吸引ポンプを用いて毛穴を吸引することで、毛穴の皮脂や汚れを取り除く吸引器具が
提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平５―２２０１９８号公報
【特許文献２】特開２００３―３３９８０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、一般に吸引器具は、吸盤やカップやノズル等の部分を、十分に柔らかくすれば
人肌との接触感は心地良くなるが、吸盤やカップやノズル等の部分がつぶれて十分な吸引
を行えない問題があった。逆に、吸盤やカップやノズル等の部分を、十分な吸引力を得ら
れる程度の弾性材で形成すれば、吸引部分と人肌の接触感は心地悪くなる問題があった。
【０００９】
　また、従来の吸引器具は、人体が曲面を多く有するのに対して、吸盤やカップやノズル
等の部分が椀型や円筒の形をしており、曲面との間に隙間ができてしまうため、しっかり
と密着することができず、満足いく吸引効果が得られない問題があった。
【００１０】
　本発明は、十分吸引の作用を発揮し、かつ、人肌に対する心地良さや密着性を兼ね備え
る吸引器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による吸引器具は、内部に負圧を生成する吸気部と、
　対象物を吸引するために内部に負圧を維持することができる壁体を有する吸引部と、
　前記吸気部と前記吸引部を内部連通した状態で接続する接続部と、を有し、
　前記吸引部は、前記壁体の開放端部の少なくとも一部に、前記壁体に比して柔軟な軟質
部材を有していることを特徴とする。
【００１２】
　前記軟質部材は、対象物に吸着する吸引口近傍に固着されているようにすることができ
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る。
【００１３】
　前記軟質部材は、前記吸引口の近傍から、前記壁体の内面の少なくとも一部にわたって
固着されているようにすることができる。
【００１４】
　前記吸引部の壁体は、開放端部の終端縁に近づくにつれて薄く形成されているようにす
ることができる。
【００１５】
　前記吸引部の壁体は、開放端部の終端縁に近づくにつれて薄く形成され、さらに終端縁
が断面円形部を有するように形成されているようにすることができる。
【００１６】
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、前記吸引部に複数個設けられるようにすることが
できる。
【００１７】
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、内部が連通するように直列的に接続されているよ
うにすることができる。
【００１８】
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、手で握るのに好適な長バルーン状部分を有してい
るようにすることができる。
【００１９】
　前記軟質部材は、くびれ部を有する筒状に形成されているようにすることができる。
【００２０】
　前記吸気部は、前記接続部に比して柔軟な軟質部材からなるようにすることができる。
【００２１】
　前記接続部は、蛇腹を有しているようにすることができる。
【００２２】
　前記吸引口の付近は、複数のリング溝を有しているようにすることができる。
【００２３】
　前記吸引部の弾性体は、好ましくは４０以上の硬度、好適には５０～９０度の硬度を有
するようにすることができる。
【００２４】
　前記軟質部材は、好ましくは５～３０度の硬度、好適には１０～２５度の硬度を有する
ようにすることができる。
【００２５】
　又少なくとも１５度の硬度差、好適には２５度以上の硬度差を設ける事が有効である。
【００２６】
　前記軟質部材は幅が不均等な平面視波形の形状に形成されていてもよい。
【００２７】
　前記軟質部材は、吸着面と接着する部分が波形の形状に形成されていてもよい。
【００２８】
　前記吸引部の周縁部は、波形に形成されていてもよい。
【００２９】
　前記吸引部の表面に放射状に線状の凹み溝が設けられていてもよい。
【００３０】
　前記吸引部の内側に突起が設けられていてもよい。
　前記吸引部の表面に略亀甲状の模様の凹み溝が設けられていてもよい。
【００３１】
　前記吸引部の表面に略亀裂状の凹み模様または凸模様が設けられていてもよい。
【００３２】
　本発明による粘膜分泌物吸引器具は、前記吸引部を有していることを特徴とする。
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【００３３】
　本発明による鼻くそ取り器具は、前記吸引部を有していることを特徴とする。
【００３４】
　本発明による痰取り器具は、前記吸引部を有していることを特徴とする。
【００３５】
　本発明による汚物取り器具は、前記吸引部を有していることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明によれば、十分な吸引作用を発揮し、かつ、より人肌に対する心地良さや密着性
を備える吸引器具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の第一実施形態による吸引器具の縦断面図（ａ）と使用状態の説明図（ｂ
）。
【図２】本発明の第二実施形態による吸引器具の一部縦断面図。
【図３】本発明の第三実施形態による吸引器具の一部縦断面図。
【図４】本発明の第四実施形態による吸引器具の一部縦断面図。
【図５】本発明の第五実施形態による吸引器具の縦断面図。
【図６】本発明の第六実施形態による吸引器具の縦断面図（ａ）と使用状態の説明図（ｂ
）。
【図７】本発明の第七実施形態による吸引器具の縦断面図（ａ）と使用状態の説明図（ｂ
）。
【図８】本発明の第八実施形態による吸引器具の縦断面図。
【図９】本発明の第九実施形態による吸引器具の縦断面図。
【図１０】本発明の第十実施形態による吸引器具の縦断面図。
【図１１】本発明の第十一実施形態による吸引器具の縦断面図（ａ）と使用状態の説明図
（ｂ）。
【図１２】本発明の一実施形態による吸引器具を用いた鼻くそ取り器具の斜視図。
【図１３】本発明の一実施形態による鼻くそ取り器具の吸引部および吸引口の説明図。
【図１４】本発明の一実施形態による吸引器具を用いた痰取り器具の斜視図。
【図１５】本発明の第一実施形態による吸引器具の変形例。
【図１６】本発明の第一実施形態による吸引器具の変形例。
【図１７】本発明の第一実施形態による吸引器具の変形例。
【図１８】本発明の第一実施形態による吸引器具の変形例（ａ）と（ｂ）。
【図１９】本発明の第一実施形態による吸引器具の変形例。
【図２０】本発明の第一実施形態による吸引器具の変形例。
【図２１】本発明の第一実施形態による鼻くそ取り器具の吸引部の縦断面図。
【図２２】本発明の第一実施形態による汚物取り器具の吸引部の縦断面図（ａ）とその変
形例の吸引部の縦断面図（ｂ）。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下に本発明の例である実施形態を、図面を用いて説明する。
【００３９】
　［吸引器具の第一実施形態］
　図１は本発明の一例である第一実施形態による吸引器具１の縦断面図（ａ）と使用状態
の説明図（ｂ）を示している。
【００４０】
　図１（ａ）より明らかなように、吸引器具１は、吸気部２と吸引部３と接続部４を有し
ている。吸気部２は概略球の形状を有し、吸引部３は概略椀のような形状（「椀形」とい
う）を有している。
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【００４１】
　吸気部２は、例えば空洞な弾性体からなり、指で押圧したりすることによって、内部に
溜まっている空気を排出し、弾性体の戻る力で内部に負圧を生成できるようになっている
。
【００４２】
　吸引部３は、好ましくは弾性体からなり、吸気部２が生成した負圧を内部に維持して対
象物を吸引可能な壁体を有している。吸引部３は、弾性体とした場合は、たとえばシリコ
ンゴムやゴム、軟質塩化ビニール等、または、ナイロンやポリプロピレン樹脂等を薄手に
することによって形成することができる。吸引部３は、好ましくは４０度以上の硬度、好
適には５０～９０度の硬度を有している。
【００４３】
　なお、ここで硬度とは、測定機が簡便であることから一般に広く普及している「デュロ
メーター硬さ」のことである。「デュロメーター硬さ」は、測定する対象の表面に鋭利で
はない針（押針、インデンタ）を押し込んで、その変形量を測定し数値化する方法であり
、針を押し込む力としてスプリングを用いている。中硬さ用にはタイプA、低硬さ用にタ
イプEが規格化されている。
【００４４】
　接続部４は、吸気部２と吸引部３の間に設けられ、両部を内部で連通した状態で連結し
ている。接続部４は弾性体であってもよく、本実施形態では吸気部２や吸引部３と同材質
で形成されている。
【００４５】
　吸引口５は、吸引器具１が対象物に吸着する部分（円環状の吸着面）であり、吸引部３
の接続部４と接続する端部の反対側の端部（吸引部３の壁体の開放端部）に設けられてい
る。
【００４６】
　吸気部２はその壁体の開放端部の少なくとも一部に、壁体に比して柔軟な軟質部材６を
有している。軟質部材６は、吸引部３の端部に二重成形で固着されて形成されている。
【００４７】
　本実施形態の吸引部３の壁体は、吸引口５近傍の端部が断面円弧状に形成されている。
軟質部材６は、吸引部３の吸引口５近傍の壁体端部に、すなわち壁体の円弧状の端部を取
り囲むように二重成形で固着されている。二重成形は異なる材質の樹脂を一体に形成する
ための方法であり、二色成形と呼ばれることもある。この方法によれば別部材を接着する
工程に比して、工程を簡略化でき、接着を強固にすることができる。
【００４８】
　ただし、軟質部材６は吸引部３の吸引口５近傍に固着されればよく、固着の方法は接着
剤による接着や溶着、または二重成形に限られない。
【００４９】
　軟質部材６の軟質部材は、たとえばシリコーン、エラストマー、等とすることができる
。二重成形する場合、軟質部材６の材質は吸引部３の材質との相性を考慮して選択される
。軟質部材６の軟質部材は、吸引部３の壁体に対して相対的に柔軟であり、たとえば５～
３０度の硬度を有し、好適には１０～２５度の硬度を有している。
【００５０】
　例えば硬質シリコンゴムで吸引部を成形し、軟質シリコンゴムを二重成形する。
【００５１】
　吸引部と軟質部材の硬度差は少なくとも１５度以上、好適には２５度以上の硬度差を設
けると効果が高い。
【００５２】
　なお、軟質部材６の硬度は吸引部３の硬度との関係で適宜選択されるが、軟質部材６は
シールを形成できるように、吸引部３の内部の真空度に耐えられる硬度にすることが好ま
しい。
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【００５３】
　また、軟質部材６は、吸引面の粗さとも関係し、吸引面が粗いものに対して表面の凹凸
にフィットさせるためには、柔軟な軟質部材を選択することが好ましい。例えば、ナイロ
ン、ビニール、ポリプロピレン、ゴム、シリコンゴム、エラストマーなどが適合する。ま
た、例えばシリコンゴムで構成する場合、肉厚と硬度と本体の大きさの関係から強度を割
り出すこととなる。
【００５４】
　図１（ｂ）は、本実施形態の使用状態を示している。この図を用いて本実施形態の作用
を説明する。
【００５５】
　本実施形態の吸引器具１を使用する場合、例えば指で吸気部２を押圧することによって
、吸気部２の内部に溜まっている空気を排出させる。空気を排出させた後、吸引部３の吸
引口５を、対象物の吸引面（例えば図１（ｂ）に示した肌）に当接させた状態で、吸気部
２にかかっている圧力を取り除く。吸気部２が元の球の形状に戻ろうとする力によって、
吸気部２と吸引部３の内部が負圧になり、吸引口５が対象物の吸引面を吸引する。吸引部
３の壁体は内部の負圧を維持できるような弾性体からなり、かつ、軟質部材６の柔軟性に
よって吸引面の凹凸にぴったりフィットする。これにより、吸引口５と吸引面の間にシー
ルが形成され、吸着状態を長時間維持することができる。密着性が高く軟質部材６の接触
がソフトであるため、人肌等凸凹した部分を吸引するのに好適である。
【００５６】
　ここで、吸気部２は吸引部３より肉厚を薄くして有る。これにより吸気部の変形に対し
吸引部の変形を押さえている。
【００５７】
　また、ここでは図示しないが、吸気部２を吸引部３より肉厚を厚くして、吸引部３の変
形を多くして、吸引部３を肌に密着させる事としても良い。この様に肉厚の差異により、
空気圧による形状変化の差異をもたらすことが出来る。
【００５８】
　［吸引器具の第二実施形態］
　図２は、本発明の第二実施形態による吸引器具１ａの縦断面図を示している。
【００５９】
　第一実施形態と同一な部分には同一の符号を付し、必要な場合以外は重複する説明を省
略する。この点、以降の他の実施形態についての説明においても同様である。
【００６０】
　本実施形態の吸引器具１ａは、吸気部２と吸引部３と接続部４と吸引口５と軟質部材６
ａを有し、ている。本実施形態の吸引部３は、第一実施形態の吸引部３と同様に、その端
部が円弧状に形成されている。ただし、本実施形態の軟質部材６ａは、吸引部３の吸引口
５の近傍から吸引部３の内面の少なくとも一部にわたって固着されている。この実施形態
においても、固着の方法として二重成形を採ることが好ましい。
【００６１】
　本実施形態の使用時は、吸気部２に圧力をかけて、しかる後に圧力を取り除く点は他の
実施形態と同じであるが、吸引部３の内部に軟質部材６ａが固着しているため、柔らかい
部分、例えば人の腹部が吸引部３の内部まで吸引された場合、肌さわりがとても良い。
【００６２】
　さらに、ここで吸引圧を例えば、吸気部２にかける圧力を変化させる事で、人がマッサ
ージする指先のような効果を提供することができる。
【００６３】
　なお、吸気部２、吸引部３と軟質部材６ａの部材の材料、硬度に関しても第一実施形態
と同様である。
【００６４】
　［吸引器具の第三実施形態］
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　図３は、本発明の第三実施形態による吸引器具１ｂの縦断面図を示している。
【００６５】
　本実施形態の吸引部３ｂは、吸引部３ｂの終端部７ｂに近づくにつれて薄く形成され、
さらに吸引面に対して平行になるように、外側に向かって反っている。軟質部材６ｂは、
上述した形状の吸引部３ｂの端部に固着されている。軟質部材６ｂは吸引部３ｂの端部か
ら吸引部３ｂの内面にわたって固着されているが、吸引口５ｂの近傍に固着されているよ
うにしてもよい。この実施形態においても、固着の方法として例えばシリコンゴムを二重
成形する方法を採用することが好ましい。
【００６６】
　本実施形態によれば、吸引口５ｂの接触面が広いため、軟質部材６ｂが吸引面の凹凸に
フィットし、広い面積で接することができる。密着性が高く、さらに軟質部材６ｂの接触
がソフトであるため、人肌等の凸凹した部分を吸引するのに好適である。
【００６７】
　なお、吸気部２、吸引部３ｂと軟質部材６ｂの部材の材料、硬度に関しては第一と第二
実施形態と同様である。
【００６８】
　［吸引器具の第四実施形態］
　図4は、本発明の第四実施形態による吸引器具１ｃの縦断面図を示している。
【００６９】
　本実施形態の吸引部３ｃは、第三実施形態の吸引部３と同様に、終端部７ｃに近づくに
つれて薄く形成され、吸引面に対して平行になるように、外側に向かって反っている。た
だし、本実施形態では、吸引部３ｃの開放端部の終端縁が断面円形部に形成されている。
軟質部材６ｃは吸引部３ｃの壁体の端部から吸引部３ｃの内面にわたって固着されている
。軟質部材６ｃは吸引口５ｃの近傍のみに固着されるようにしてもよい。この実施形態に
おいても、固着の方法として二重成形を採ることが好ましい。
【００７０】
　本実施形態によれば、吸引口５ｂが広いため、軟質部材６ｂが吸引面の凹凸にフィット
し、広い面積で接することができるのは、第三実施形態と同様である。しかし、第三実施
形態と比べ、吸引口５ｃ終端部の軟質部材６ｃの厚みが大きいため、吸引口５ｃをしっか
りと密閉することができ、吸引部３ｃ内部の負圧状態をよりしっかりと維持することがで
きる。密着性が高く、さらに軟質部材６ｃの接触がソフトであるため、人肌等凸凹した部
分を吸引するのに好適である。
【００７１】
　なお、吸気部２、吸引部３ｃと軟質部材６ｃの部材の材料、硬度に関しては第一～第三
実施形態と同様である。
【００７２】
　［吸引器具の第五実施形態］
　図５は、本発明の第五実施形態による吸引器具１ｄの縦断面図を示している。
【００７３】
　本実施形態においては、吸引部３ｄに対し、複数の接続部４ｄ（接続部４ｄ’および４
ｄ’’）と接続部４ｄそれぞれに対応した複数の吸気部２ｄ（吸気部２ｄ’および２ｄ’
’）が設けられている。なお、図５の例では、２個の吸気部２ｄ’および２ｄ’’のみを
示しているが、３個以上でもよい。
【００７４】
　本実施形態の吸引器具１ｄを使用する時も同様に吸気部２ｄ（吸気部２ｄ’および２ｄ
’’）の内部に溜まっている空気を排出させるが、本実施形態の場合は、吸気部２ｄを複
数有しているため、吸気部２ｄ内の体積が大きく、吸気部２ｄに係っている圧力を取り除
いた際に吸気部２ｄが元の球の形状に戻ろうとする力が大きくなり、吸引部３の内部に係
る負圧が大きくなる。そして、吸引口５が吸引面を吸引する力も大きくなるため、吸引面
に対する密着が高くなる。
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【００７５】
　また、各吸気部２ｄの弾性（例えば肉厚を変える）を変えることによって吸気部２ｄ内
部の空気の排出量を目視することができる。
【００７６】
　さらに、どの位置の吸気部が凹んでいるかを見ることで吸気圧を目視し調整する事も出
来る。
　密着性が高く、広い面積を吸引することができるため、たとえば太ももなどの広く凸凹
した部分を吸引するのに適している。
【００７７】
　なお、吸気部２ｄ、吸引部３ｄ、軟質部材６ｄの軟質部材の材料、硬度に関しては第一
～第四実施形態と同様である。
【００７８】
　［吸引器具の第六実施形態］
　図６は、本発明の第六実施形態による吸引器具１ｅの縦断面図（ａ）と使用状態の説明
図（ｂ）を示している。
【００７９】
　本実施形態においては、複数の吸気部２ｅ（吸気部２ｅ’および２ｅ’’）同士が内部
を連通し直列的に接続する形状をしている。
【００８０】
　本実施形態の吸引器具１ｅについても、第五実施形態と同様に吸気部２ｅ（吸気部２ｅ
’および２ｅ’’）が元の球の形状に戻ろうとする力が大きいため、吸引部３の内部に係
る負圧が大きくなる。そして、吸引口５が吸引面を吸引する力も大きくなるため、軟質部
材６の柔軟性によって吸引面に対する密着が高くなる。
【００８１】
　複数の吸気部２ｅを有するのは、第五実施形態と同様であるが、第五実施形態と比べて
吸引部３に対する接続部４の数が単数である。そのため吸引部３および吸引口５自体を小
さくすることが可能であり、たとえば頸部や足裏などの狭く凸凹した部分を吸引するのに
適している。
【００８２】
　また、各吸気部２ｅの弾性（例えば肉厚を変える）を変えることによって吸気部２の内
部の空気の排出量を目視することができる。
【００８３】
　さらに、どの位置の吸気部が凹んでいるかを見ることで吸気圧を目視し調整する事も出
来る。
【００８４】
　なお、吸気部２ｅ、吸引部３、軟質部材６の部材の材料、硬度に関しては第一～第五実
施形態と同様である。
【００８５】
　［吸引器具の第七実施形態］
　図７は、本発明の第七実施形態による吸引器具１ｆの縦断面図（ａ）と使用状態の説明
図（ｂ）を示している。
【００８６】
　本実施形態において吸気部２ｆは手で握るのに好適な長バルーン状部分を有している。
また、吸引部３ｆは、吸気部２ｆと比べ径が小さくなっている。
【００８７】
　本実施形態の吸引器具１ｆについても、他の本実施形態と同様、吸気部２ｆを押圧して
その戻る力により吸引面を引きつけるが、他の本実施形態と比べ吸引口５ｆの径が小さい
。また、軟質部材６ｆの接触がソフトになるため、人肌等、特に顔の毛穴などより小さい
部分をピンポイントで吸引するのに好適である。
【００８８】
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　なお、吸気部２ｆ、吸引部３ｆ、軟質部材６ｆの部材の材料、硬度に関しては第一～第
六実施形態と同様である。
【００８９】
　［吸引器具の第八実施形態］
　図８は、本発明の第八実施形態による吸引器具１ｇの縦断面図を示している。
【００９０】
　本実施形態においては、吸気部２ｇは、手で握るのに好適な長バルーン状部分を有して
いる。
【００９１】
　また、吸引部３ｇは、吸気部２ｇと比べ径が小さくなっている。軟質部材６ｇは吸引口
５ｇから吸引部３ｇの内面まで固着されている。
【００９２】
　本実施形態の吸引器具１ｇについても、吸気部２ｇを押圧してその戻る力により吸引面
を引きつける構造である。第七実施形態と同様、吸引口５ｇの径が小さく、軟質部材６ｇ
の接触がソフトになるため、人肌等、特に顔の毛穴などより小さい部分をピンポイントで
吸引するのに好適である。また、長バルーン状の吸気部２ｇの内部に化粧水や保湿剤を含
ませた脱脂綿８などを入れて使用することが可能であり、吸引後の開いてしまった毛穴の
保護を毛穴の汚れ取りと同時に行うことができる。
【００９３】
　なお、吸気部２ｇ、軟質部材６ｇの軟質部材の材料、硬度に関しては第一～第七実施形
態と同様である。
【００９４】
　［吸引器具の第九実施形態］
　図９は、本発明の第九実施形態による吸引器具１ｈの縦断面図を示している。
【００９５】
　本実施形態においては、吸気部２ｈは、手で握るのに好適な長バルーン状部分を有して
いる。
【００９６】
　また、吸引部３ｈは、吸気部２ｈと比べ径が小さくなっている。軟質部材６ｈは吸引口
５ｈから吸引部３ｈ、さらには接続部４と吸気部２ｈの内面まで固着されている。この実
施形態においても、固着の方法として二重成形を採ることが好ましい。
【００９７】
　本実施形態の使用時は、吸気部２ｈに圧力をかけて、しかる後に圧力を取り除く点は他
の実施形態と同じであるが、吸気部２ｈの内部に軟質部材６ｈが固着しているため、柔ら
かい部分、例えば指のような長いものや指先の関節まで（リュウマチの指など）や人の頬
が吸引部３の内部まで吸引された場合、内部に軟質部材６ｈが固着しているため、肌さわ
りがとても良くなる。
【００９８】
　また、例えば透明のシリコンゴムや、透明に薄い色を付けたシリコンゴムを組み合わせ
ることで透明感のある色合いの良い成形品となる。
【００９９】
　なお、吸気部２ｈ、吸引部３ｈ、軟質部材６ｈの軟質部材の材料、硬度に関しては第一
～第八実施形態と同様である。
【０１００】
　［吸引器具の第十実施形態］
　図１０は、本発明の第十実施形態による吸引器具１ｉの縦断面図を示している。
【０１０１】
　本実施形態においては、吸気部２ｉは、手で握るのに好適な長バルーン状部分を有して
いる。さらに、軟質部材６ｉはくびれ部を有する筒状に形成されている。軟質部材６ｉは
吸引部３ｉと言える長バルーン状部分の端部に直接固着されている。この実施形態におい
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て、固着の方法として二重成形の他、別部材を接着する方法を採ることができる。
【０１０２】
　　本実施形態の使用時は、吸気部２ｈに圧力をかけて、しかる後に圧力を取り除く点や
軟質部材６ｉの接触がソフトであるのは他の実施形態と同じであるが、吸引口５ｉを有す
る軟質部材６ｉ自体が伸縮するので、他の実施形態と比べ吸引後の肌等に見られる吸引口
５ｉの痕が付きにくい。
【０１０３】
　なお、吸気部２ｉ、吸引部３ｉ、軟質部材６ｉの部材の材料、硬度に関しては第一～第
九実施形態と同様である。
【０１０４】
　［吸引器具の第十一実施形態］
　図１１は、本発明の第十一実施形態による吸引器具１ｊの縦断面図（ａ）と使用状態の
説明図（ｂ）を示している。
【０１０５】
　本実施形態において、吸気部２ｊは軟質部材からなり、吸引部３ｊと反対側の接続部４
ｊの端部に固着されている。接続部４ｊは手で握るのに好適な筒状部分を有しており、比
較的硬質な樹脂からなる。接続部４ｊの吸引側の端部にくびれ部を有する筒状形状の軟質
部材６ｊが固着されている。この場合上記で記載した硬度を逸脱したもので、例えばナイ
ロンやビニールなどの軟質素材を薄くすることで柔軟性を確保してもよい。接続部４ｊは
蛇腹９を有していてもよい。
【０１０６】
　本実施形態の使用時は、吸気部２ｊを指等で押圧し、吸気部２ｊ内部の空気を排出し、
軟質部材６ｊの吸引口５ｊを対象物の吸引面に当接させ、吸気部２jに対する圧力を取り
除く。吸気部２ｊの元に戻る力で内部に負圧が生じ、吸引口５ｊと吸引面の間にシールが
形成されて対象物が吸引される。
【０１０７】
　本実施形態によれば、吸気部２ｊが硬質な接続部４ｊに接続され、接続部４ｊを把持し
て吸気部２ｊに圧力をかけるのが容易である。
【０１０８】
　また、軟質部材６ｊがくびれ部を有する筒状に形成され、それ自体高い柔軟性を有し、
吸引面にフィットしやすく、吸引後の肌等に見られる吸引口５ｊの吸い付きを良くしたも
のである。
【０１０９】
　又、吸引口５Ｊ付近に複数のリング状のリング溝が設けられている。複数のリング溝に
より、吸着面とのシール線が形成され、吸着を良くすることができる。また、吸着面に広
い面積で吸着することにより、吸着の痕を残す可能性を減少させることができる。
【０１１０】
　なお、吸気部２ｊ、吸引部３ｊ、軟質部材６ｊの部材の材料、硬度に関しては第一～第
十実施形態と同様である。
［鼻くそ取り器具］
　図１２は、鼻くそ取り器具の斜視図を示している。
【０１１１】
　この鼻くそ取り器具１ｋは、広義に見れば吸引器具の一つということができる。また、
より狭義に見れば、その用途から粘膜分泌物（吹き出物、膿、耳垢、痰、鼻水、尿、大便
などを示す）吸引器具の一つということができる。以降の説明では、吸引器具として説明
する。
【０１１２】
　吸引器具１ｋは、鼻くその除去に適した構成を有しており、吸気部２ｋ、吸引部３ｋと
、接続部４ｋを有している。
【０１１３】
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　吸気部２ｋは、弾性体からなるバルーン状部分を有し、手で押圧するのに好適な形状を
有している。吸引部３ｋは鼻孔に挿入するチューブの先端に設けられている。吸気部２ｋ
と吸引部３ｋを内部連通に接続する接続部４ｋは、吸引部３ｋに接続するチューブと、吸
引物を貯留するタンクと、それらを接続するパイプ等からなる。
【０１１４】
　この吸引器具１ｋ（すなわち鼻くそ取り器具）は、接続部４ｋのチューブの先端部に位
置する吸引部３ｋを鼻孔に挿入し、吸気部２ｋに圧力を断続的にかけることにより、鼻孔
内の排出物や異物が吸引され、接続部４ｋのタンクの内部に貯留される。
【０１１５】
　図１３は吸引部３ｋ部分の断面を拡大して示した説明図である。
【０１１６】
　吸引部３ｋは概略円筒状の形状を有し、接続部４ｋのチューブに接続する一端部と、吸
引口５ｋを有する他端部を有している。チューブに接続する側の端部はチューブに挿入可
能な小径部を有し、吸引口５ｋを有する側の端部は外面に柔軟な軟質部材６ｋを装着可能
な小径部に形成されている。両小径部の間には、チューブと軟質部材６ｋを係止するわず
かに大径の大径部が設けられている。チューブと大径部と軟質部材６ｋを装着した部分は
、好ましくは同一の外径を有している。
【０１１７】
　吸引部３ｋの吸引口５ｋを有する側の端部には、吸引口５ｋから吸引部３ｋの外周面に
かけて軟質部材６ｋが固着されている。固着の方法は、好ましくは二重成形である。吸引
部３ｋは、好ましくは４０度以上の硬度、好適には５０～９０度の硬度を有している。軟
質部材６ｋは、好ましくは５～３０度の硬度、好適には１０～２５度の硬度を有している
。
【０１１８】
　本実施形態によれば、鼻孔等に挿入するチューブの先端の吸引部３ｋが軟質部材６ｋで
覆われているため、鼻孔内に挿入したときに疼痛感が少なく、鼻孔内の複雑な形状に順応
して排出物・異物を快適に吸引することができる。なお、ここでは軟質部材６ｋは吸引口
５ｋの管内部には使用していないが、管内部にも配しても良い。
　なお、本実施形態に限られないが、吸気部２ｋは手で押圧できるように弾性体によって
構成することができるが、吸気部としては内部に負圧を生成するものであれば良い。例え
ば、バルーン状部分に代えて、ポンプ等の負圧を生じる装置とすることができる。
【０１１９】
　吸引部３ｋと接続部４ｋのチューブの接続は、接着や熱融着など如何なる公知の技術を
使用することができる。接続部４ｋと貯留タンクの接続、および貯留タンクと吸気部２ｋ
の接続も同様である。
［痰取り器具］
　図１４は、痰取り器具の斜視図を示している。
【０１２０】
　痰取り器具１mは、広義に見れば吸引器具の一つということができる。また、より狭義
に見れば、その用途から粘膜分泌物吸引器具の一つということができる。以降の説明では
、吸引器具として説明する。
【０１２１】
　吸引器具１mは、痰の除去に適した構成を有しており、吸気部２ｍと、吸引部３ｍと、
接続部４ｍを有している。
【０１２２】
　吸気部２ｍは、弾性体からなるバルーン状部分を有し、手で押圧するのに好適な形状を
有している。吸引部３ｍは喉に挿入するチューブの先端に設けられている。吸気部２ｍと
吸引部３ｍを内部連通に接続する接続部４ｍは、吸引部３ｍに接続するチューブと、吸引
物を貯留するタンクと、それらを接続するパイプ等からなる。
【０１２３】
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　痰取り器具の吸引器具１ｍは、接続部４ｍのチューブの先端部と吸引部３ｍを喉に挿入
し、吸気部２ｍに圧力を断続的にかけることにより、痰や異物が吸引され、タンクの内部
に貯留される。
【０１２４】
　吸引部３mの構造は鼻くそ取り器具の吸引部３ｋと同様であるので、重複する説明は省
略する。
【０１２５】
　吸引部３ｍの吸引口５ｍを有する側の端部には、吸引口５ｍから吸引部３ｍの外周面に
かけて軟質部材６ｍが固着されている。喉等に挿入するチューブの先端の吸引部３mが軟
質部材６ｍで覆われているため、喉に挿入したときに疼痛感が少なく、痰や異物を快適に
吸引することができる。
【０１２６】
　さらに、先端を鼻の穴に入れずに吸引をする方法として、上記で示してきた第一実施例
から第十一実施形態の吸引部を先端に設ける事で、鼻の周囲に密着して吸引をする事が出
来る。
【０１２７】
　また、例えば尿管や肛門に対しても同じような使い方が出来る。
　吸引部３mとチューブとタンクとの接続部の接続は、上述した鼻くそ取り器具のそれと
同様である。
【０１２８】
　また、吸気部２ｍ、吸引部３ｍ、軟質部材６ｍの部材の材料、硬度に関しても鼻くそ取
り器具のそれと同様である。
【０１２９】
　次に、さらなる変形例について説明する。
【０１３０】
　［第一実施形態のその他の変形例１］
　図１５は、上述の第一実施形態のその他の変形例による吸引器具１ｎの平面図を示して
いる。なお、吸気部に関しては、描画を省略している（図１６～２０も同様）。
【０１３１】
　吸引器具１ｎの吸引部３は、これに限られないが、第一実施形態と同様に、吸引口５の
周縁部の端部が円弧状に形成されている。ただし、本実施形態の軟質部材６ｎは、周縁部
が上から見て不均等な波形になっている。不均等な波形とは幅が不均等の意であり、不規
則な形状を含むものとする。
【０１３２】
　これにより、吸着される対象物に多少の凹凸がある場合でも、軟質部材６ｎが吸着面に
フィットすることができ、吸着力が増す。
【０１３３】
　また、吸着面に凹凸がある場合に、全体を回転させながら、軟質部材６ｎが凹凸にフィ
ットして吸着しやすい方向を探すことができる。これにより、凹凸のある吸着面に対して
もより吸着させることができる。
【０１３４】
　なお、周縁部は、均等な波形形状であってもよい。
【０１３５】
　［第一実施形態のその他の変形例２］
　図１６は、変形例にかかる吸引器具１ｐの側面図を示している。
【０１３６】
　吸引器具１ｐの吸引部３は、これに限られないが、第一実施形態と同様に、吸引口５の
周縁部の端部が円弧状に形成されている。ただし、本実施形態の軟質部材６ｐは、下部が
横から見て不均等な波形になっている。
【０１３７】
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　下部が不均等な波形になっている軟質部材６ｐにより、吸着される対象物に多少の凹凸
がある場合でも、フィットすることができ、吸着力が増す。
【０１３８】
　また、吸着面に凹凸がある場合に、全体を回転させながら、吸着しやすい方向を探すこ
とができる。
【０１３９】
　なお、周縁部は、不均等に限らず、均等な波形形状であってもよい。
【０１４０】
　［第一実施形態のその他の変形例３］
　図１７は、変形例にかかる吸引器具１ｑの側面図を示している。
【０１４１】
　本実施形態の吸引器具１ｑの吸引部３ｑは、その吸引口５ｑが不均等な波形になってい
る。軟質部材６ｑは吸引口５ｑの周縁部に固着される。吸引口５ｑが不均等な波形になっ
ているため、軟質部材６ｑとの接合面が増大し、吸着面の凸凹に対応しより強固に固着さ
せることができる。吸引口５ｑの不均等な波形は幅が不均等という意味であり、幅が不規
則に変化してもよい。
【０１４２】
　また、軟質部材６ｑ自体の下面や周縁部は均一な形状として説明しているが、軟質部材
６ｑ自体の下面や周縁部が不均等または不規則な波形でもよい。
【０１４３】
　［第一実施形態のその他の変形例４］
　図１８は、変形例にかかる吸引器具１ｒの斜視図を示している。
【０１４４】
　本実施形態の吸引器具１ｒは、吸引部３ｒの表面に放射線状の凹み溝３１ｒが設けられ
ている。凹み溝３１ｒは、吸引部３ｒの中央の周囲には設けられておらず、下に向かって
幅が徐々に広くなっている。吸引部３ｒの表面に放射線状の凹み溝３１ｒを設けることに
より、より曲面に対する本体の自由度高めることができる。これによって吸着効果を高め
るものである。なお、ここでは直線状の凹み溝であるが、波状の線やギザギザ状の線状で
もよい。さらにはこれらの組み合わせでも良い。
【０１４５】
　吸引部３ｒ本体の自由度が高まることにより、曲面、凸凹面などに対する吸引対応能力
（吸着することの可能性）が高まる。
【０１４６】
　図１８（ｂ）は、指の太さ、丸さと同じように凸状に水滴型の突起を内側に設ける事に
より、吸引したときに例えば指の腹や指先で押される感覚を提供するようにとしたもので
ある。形状は半球や楕円型の膨らみでも良い。
【０１４７】
　さらに先に記述した様に、吸引圧力を変化させる事によりより一層の実感が得られる。
もちろん、前記の様に接続部の吸引部や吸引管により空気圧を変動することで自然な指圧
によるもみほぐし効果を得るものである。
【０１４８】
　また、軟質部材６自体の下面や周縁部は均一な形状として示しているが、軟質部材６自
体の下面や周縁部が不均等または不規則な波形でもよい。
【０１４９】
　［第一実施形態のその他の変形例５］
　図１９は、変形例にかかる吸引器具１ｓの斜視図を示している。
【０１５０】
　本実施形態の吸引器具１ｓは、吸引部３ｓの表面に略亀甲状の模様の凹み溝３１ｓが設
けられている。吸引部３ｉｓ表面に略亀甲状の模様の凹み溝３１ｓを設けることにより、
より曲面に対する本体の自由度高めることができる。なお、ここでは均等な亀甲状の凹み
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溝であるが、不規則な大きさの亀甲を組み合わせても良い、また、他の直線や波状の線や
ギザギザ状の線の凹み溝と組み合わせても良い。また、亀甲状の凹み溝３１ｓを吸引部３
ｓの全体に設けてもよいし、中央部周辺を除いた部分に設けたり、または、吸引口５に近
い部分のみに設けてもよい。
【０１５１】
　また、軟質部材６自体の下面や周縁部は均一な形状として示しているが、軟質部材６自
体の下面や周縁部が不均等または不規則な波形でもよい。
【０１５２】
　これにより一層曲面、凸凹面などに対する吸引対応能力が高まる。
【０１５３】
　［第一実施形態のその他の変形例６］
　図２０は、変形例にかかる吸引器具１ｔの斜視図を示している。
【０１５４】
　本実施形態の吸引器具１ｔは、吸引部３ｔの表面に亀裂状模様の凹み溝３１ｔが設けら
れている。吸引部３ｓの表面に亀裂状模様の凹みを設けることにより、より曲面に対する
本体の自由度高めることができる。
【０１５５】
　なお、亀裂はここでは六角形を示すが、三角形や四角形、五角形、八角形などや円形状
、網目状などの模様でも良い。各亀裂は重なっているが、間隔を開けて設けても良い。
【０１５６】
　また、ここでは吸引部３ｔの外面に凹み溝３１ｔを設けたものを示すが、吸引部３ｔの
内面であっても良い。さらに、ここでは、吸引部３ｔの周辺部に設けているが、本体部全
体にわたって設けられても良いし、模様も組み合わされても良い。
【０１５７】
　さらには、これらの模様の凸模様としても良い。
【０１５８】
　また、軟質部材６自体の下面や周縁部は均一な形状として示しているが、軟質部材６自
体の下面や周縁部が不均等または不規則な波形でもよい。
【０１５９】
　上記の本体部の表面の凹み溝、凹みは、異なる形状のものを組み合わせてもよい。例え
ば、軟質部材６付近を亀甲状の凹み溝として、それより中央側を、放射状の凹み溝として
もよい。
【０１６０】
　これらにより曲面、凸凹面などに対する吸引対応能力が高まる。
【０１６１】
　なお、上記実施形態１の変形例として説明した構成は、上述の他の実施形態に適用する
ことができる。
【０１６２】
　［鼻くそ取り器具］
　図２１は、本発明の一実施形態による鼻くそ取り器具の吸引部の縦断面図を示している
。
【０１６３】
　鼻くそ取り器具１ｕの吸引部３ｕは、椀形の形状を有し、接続部４ｕのチューブに接続
する椀形の中心部と、吸引口５ｕを有する周端部を有している。接続部４ｕに接続する部
分は、チューブに挿入可能な小径部を有している。
【０１６４】
　吸引部３ｕには、その椀形内側に同心状に略垂直に伸びている筒状突起部３３ｕが設け
られている。突起部３３ｕの径は鼻孔に挿入可能な程度である。
【０１６５】
　また、軟質部材６ｕは、吸引口５ｕの近傍から、吸引部３ｕの内面、突起部３３ｕの側
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壁の少なくとも一部にわたって固着されている。この実施形態においても、軟質部材６ｕ
の固着の方法として二重成形を採ることが好ましい。吸引部３ｕ、軟質部材６ｕの部材の
材料、硬度に関しては他の実施形態と同様である。
【０１６６】
　本実施形態によれば、吸引時に鼻孔外側の周辺部に接触する吸引部３ｕの内側および吸
引口５ｕが、軟質部材６ｕで覆われているため、その接触がソフトであり、鼻孔外側の周
辺部等、人肌の凸凹した部分を吸引するのに好適である。
【０１６７】
　また、吸引時に鼻孔内に挿入する突起部３３ｕが軟質部材６ｕで覆われているため、突
起部３３ｕを鼻孔内に挿入しても疼痛感が少なく、鼻孔内の複雑な形状に順応して排出物
・異物を快適に吸引することができる。
【０１６８】
　さらに、鼻の周辺部が吸引部３ｕで覆われ密閉されるため、吸引時でも鼻孔内に挿入さ
れた突起部３３ｕの位置が安定し、しっかりと排出物・異物を吸引することができる。こ
こでは、鼻の孔に対して説明してきたが、他の器官、例えば肛門などに対しても同様の効
果がある。例えば肛門に使用するときには、突起部３３ｕが肛門管を超える、または内肛
門括約筋を超える長さとすることが有効である。
【０１６９】
　また、ここでは示さないが、これらの器官に突起部３３ｕを挿入する際にスムーズに挿
入するため、突起部３３ｕの表面に複数のスクリュー状のリブを設けて、回転させながら
挿入するなどの使用方法が硬い排出物には有効である。また、突起部３３ｕはスムーズな
挿入を考慮し鏡面仕上げとせず、表面に細かな凸凹面（サテン仕上げやヘアーライン仕上
げのような筋状など）を設けることにより、皮膚や粘膜への密着を防ぐ効果がある。この
場合、さらにワセリンの塗布が付着しやすいなどの効果がある。
【０１７０】
　なお、本実施形態に限られないが、鼻くそ取り器具１ｋと同様、接続部４ｕの接続先で
ある吸気部は内部に負圧を生成するものであれば良く、例えば、手で押圧できるように弾
性体によって構成されたバルーン状部分とすることもできるし、ポンプ等の負圧を生じる
装置とすることもできる。
【０１７１】
　吸引部３ｕと接続部４ｕのチューブの接続は、接着や熱融着など如何なる公知の技術を
使用することができる。
【０１７２】
　［汚物取り器具］
　図２２は、本発明の一実施形態による汚物取り器具の吸引部の縦断面図（ａ）と（ｂ）
を示している。
【０１７３】
　汚物取り器具１ｖおよび１ｖ’の吸引部３ｖは、筒型の形状を有し、比較的硬質な樹脂
からなる。接続部４ｖに接続する部分は、チューブに挿入可能な小径部を有している。軟
質部材６ｖはくびれ部を有する筒状に形成されており、吸引部３ｖの終端部に固着されて
いる。この実施形態においても、固着の方法として二重成形を採ることが好ましい。軟質
部材６ｖの部材の材料、硬度に関しては他の実施形態と同様である。
【０１７４】
　また、汚物取り器具１ｖ’には、吸引口５ｖに対して挿入方向へ略垂直に伸びている突
起部３３ｖが設けられている。突起部３３ｖの径は鼻孔または肛門（以下、鼻孔等）に挿
入可能な程度である。突起部３３ｖは、貫通孔３４ｖを有していても良い。
【０１７５】
　本実施形態によれば、鼻孔外側の周辺部または肛門周辺部に軟質部材６ｖの一部である
吸引口５ｖを接触し、吸引をする際に軟質部材６ｖ自体が伸縮するので、他の実施形態と
比べ吸引後の肌等に見られる吸引口５ｖの痕が付きにくい。さらに、その接触がソフトで
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あり、人肌の凸凹した部分を吸引するのに好適である。吸引口５ｖは軟質部材６ｖからな
るため、肌等との密着性が高い。そのため、吸引口５ｖがその形状から蓋の役割をなすこ
とで、吸引した汚物が漏れることを防止することができる。
【０１７６】
　また、汚物取り器具１ｖ’は、吸引時に鼻孔等に挿入する突起部３３ｖが軟質部材６ｖ
の一部であるため、突起部３３ｖを鼻孔等内に挿入しても疼痛感や違和感が少なく、鼻孔
等内の複雑な形状に順応して排出物・異物を快適に吸引することができる。貫通孔３４ｖ
を有することで、鼻孔等との密接性がさらに増す。
【０１７７】
　また、吸引時でも鼻孔等内に挿入された突起部３３ｖの位置が安定し、しっかりと汚物
を吸引することができる。
【０１７８】
　なお、本実施形態に限られないが、接続部４ｖの接続先である吸気部は内部に負圧を生
成するものであれば良く、例えば、手で押圧できるように弾性体によって構成されたバル
ーン状部分とすることもできるし、ポンプ等の負圧を生じる装置とすることもできる。
【０１７９】
　吸引部３ｖと接続部４ｖのチューブの接続は、接着や熱融着など如何なる公知の技術を
使用することができる。
　上記の記載に基づいて、当業者であれば、本発明の追加の効果や種々の変形を想到でき
るかもしれないが、本発明の態様は、上述した実施形態に限定されるものではない。特許
請求の範囲に規定された内容及びその均等物から導き出される本願発明の概念的な思想と
趣旨を逸脱しない範囲で種々の追加、変更及び部分的削除が可能である。
【符号の説明】
【０１８０】
１，１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ，１ｅ，１ｆ，１ｇ，１ｈ，１ｉ，１ｊ，１ｎ，１ｐ，１ｑ
，１ｓ，１ｔ　吸引器具
１ｋ，１ｕ　鼻くそ取り器具
１ｍ　痰取り器具
１ｖ，１ｖ’　汚物取り器具
２，２ｄ，２ｄ’，２ｄ’’，２ｅ，２ｅ’，２ｅ’’，２ｆ，２ｆ’，２ｇ，２ｈ，２
ｉ，２ｊ，２ｋ，２ｍ　吸気部
３，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｆ，３ｇ，３ｈ，３ｉ，３ｊ，３ｋ，３ｍ，３ｑ，３ｒ，３ｓ
，３ｔ，３ｕ，３ｖ　吸引部
４，４ｄ’，４ｄ’’，４ｉ，４ｊ，４ｋ，４ｍ，４ｕ，４ｖ　接続部
５，５ｂ，５ｃ，５ｆ，５ｇ，５ｈ，５ｉ，５ｊ，５ｋ，５ｍ，５ｑ，５ｕ，５ｖ　吸引
口
６，６ａ，６ｂ，６ｃ，６ｆ，６ｇ，６ｈ，６ｉ，６ｉ’，６ｊ，６ｊ’，６ｋ，６ｍ，
６ｎ，６ｐ，６ｑ，６ｕ，６ｖ，６ｖ’，６ｖ’’　軟質部材
７ｂ，７ｃ　終端部
８　脱脂綿
９　蛇腹
３０ｊ　リング溝
３１ｒ，３１ｓ，３１ｔ　凹み溝
３２ｒ　水滴型突起
３３ｕ，３３ｖ　突起部
３４ｖ　貫通孔
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(21) JP 2019-24675 A 2019.2.21

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月30日(2017.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に負圧を生成する吸気部と、
　対象物を吸引するために内部に負圧を維持することができる壁体を有する吸引部と、
　前記吸気部と前記吸引部を内部連通した状態で接続する接続部と、を有し、
　前記吸引部は、前記壁体の開放端部の少なくとも一部に、前記壁体に比して柔軟かつ二
重成形された軟質部材を有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、対象物に吸着する吸引口の近傍に固着されていることを特徴とする吸
引器具。
【請求項３】
　請求項１に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、対象物に吸着する吸引口の近傍から、前記壁体の内面の少なくとも一
部にわたって固着されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の壁体は、前記吸引口を有する端部の終端縁に近づくにつれて薄く形成され
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ていることを特徴とする吸引器具。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の壁体は、開放端部の終端縁に近づくにつれて薄く形成され、さらに終端縁
が断面円形部を有するように形成されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、前記吸引部に複数個設けられていることを特徴と
する吸引器具。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、内部が連通するように直列的に接続されているこ
とを特徴とする吸引器具。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部は空洞な弾性体からなり、手で握るのに好適な長バルーン状部分を有してい
ることを特徴とする吸引器具。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、くびれ部を有する筒状に形成されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸気部が、前記接続部に比して柔軟な軟質部材からなることを特徴とする吸引器具
。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の吸引器具であって、
　前記接続部は、蛇腹を有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の吸引器具であって、
　前記吸引口の付近は、複数のリング溝を有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の弾性体は、好ましくは４０度以上の硬度、好適には５０～９０度の硬度を
有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、好ましくは５～３０度の硬度、好適には１０～２５度の硬度を有して
いることを特徴とする吸引器具。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は幅が不均等な平面視波形の形状に形成されていることを特徴とする吸引
器具。
【請求項１６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、吸着面と接着する部分が波形の形状に形成されていることを特徴とす
る吸引器具。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の周縁部は、波形に形成されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項１８】
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　請求項１～１７のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に放射状に線状の凹み溝が設けられていることを特徴とする吸引器具
。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の内側に突起が設けられていることを特徴とする吸引器具。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に略亀甲状の模様の凹み溝が設けられていることを特徴とする吸引器
具。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に略亀裂状の凹み模様または凸模様が設けられていることを特徴とす
る吸引器具。
【請求項２２】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする粘膜分泌物吸
引器具。
【請求項２３】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする鼻くそ取り器
具。
【請求項２４】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする痰取り器具。
【請求項２５】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする汚物取り器具
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　吸引部３はその壁体の開放端部の少なくとも一部に、壁体に比して柔軟な軟質部材６を
有している。軟質部材６は、吸引部３の端部に二重成形で固着されて形成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　又、吸引口５Ｊ付近に複数のリング状のリング溝３０ｊが設けられている。複数のリン
グ溝により、吸着面とのシール線が形成され、吸着を良くすることができる。また、吸着
面に広い面積で吸着することにより、吸着の痕を残す可能性を減少させることができる。
【手続補正書】
【提出日】平成30年4月23日(2018.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　内部に負圧を生成する吸気部と、
　対象物を吸引するために内部に負圧を維持することができる壁体を有する弾性の吸引部
と、
　前記吸気部と前記吸引部を内部連通した状態で接続する接続部と、を有し、
　前記吸引部は、前記壁体の開放端部の少なくとも一部に、前記壁体に比して柔軟かつ二
重成形された軟質部材を有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、対象物に吸着する吸引口の近傍に固着されていることを特徴とする吸
引器具。
【請求項３】
　請求項１に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、対象物に吸着する吸引口の近傍から、前記壁体の内面の少なくとも一
部にわたって固着されていることを特徴とする吸引器具。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の壁体は、前記吸引口を有する端部の終端縁に近づくにつれて薄く形成され
ていることを特徴とする吸引器具。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の弾性体は、好ましくは４０度以上の硬度、好適には５０～９０度の硬度を
有していることを特徴とする吸引器具。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、好ましくは５～３０度の硬度、好適には１０～２５度の硬度を有して
いることを特徴とする吸引器具。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は幅が不均等な平面視波形の形状に形成されていることを特徴とする吸引
器具。
【請求項８】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記軟質部材は、吸着面と接着する部分が波形の形状に形成されていることを特徴とす
る吸引器具。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に略亀甲状の模様の凹み溝が設けられていることを特徴とする吸引器
具。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の吸引器具であって、
　前記吸引部の表面に略亀裂状の凹み模様または凸模様が設けられていることを特徴とす
る吸引器具。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする粘膜分泌物吸
引器具。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする鼻くそ取り器
具。
【請求項１３】
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　請求項１～１０のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする痰取り器具。
【請求項１４】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の吸引部を有することを特徴とする汚物取り器具
。
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